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 おおらかな論語　最高の書に学ぶ55の教え

『論語』は、2500年読まれ続けて
いる人生問題解決書だった──。
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生きづらさを抱えるすべての人たちへ贈る、
人生を100倍楽しむための55の教え

 論語は誰もが今日から活かせる、おおらかで豊かな生き方を
手に入れるための指南書。
「論語は難しい」「論語は古臭くて、堅苦しい」と思っている方
にこそ読んでいただきたいと、サラリーマンとしての身近な経
験を例に挙げながら、やさしく解説。
学者や専門家でもない、一介の元サラリーマンが論語と出会
い、学びを実践していく中で得たよろこびを、一人でも多くの
方に伝えたいと執筆。本書では、論語全編を解説した前著『あ
したへの論語』のなかから、入門編として厳選した55話を紹介
する。
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